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こ
れ
ま
で
「
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ

デ
ル
」
に
よ
る
企
業
類
型

化
と
、
「
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ

ル
」
に
よ
る
人
材
統
合
の

枠
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
。

今
回
は
、
実
際
の
調
査

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
Ｉ
ｎ
―

Ｄ
ｉ
モ
デ
ル
に
お
け
る
四

つ
の
企
業
タ
イ
プ
（以
下
、

Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ
イ
プ
）
別
の
人

事
管
理
特
性
を
、
Ｖ
Ｂ
Ｐ

ス
タ
イ
ル
の
概
念
に
基
づ

い
て
明
ら
か
に
し
て
い

く
。
調
査
は
、
産
労
総
合

研
究
所
の
協
力
を
得
て
企

業
の
人
事
担
当
者
を
対
象

に
「
２
０
１
４
年
人
事
の

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」

と
し
て
２
０
１
４
年
�
～

�
月
に
実
施
、
１
９
３
社

か
ら
回
答
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
企
業
の
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ

イ
プ
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
中
核
事
業
を
担
う

「
主
要
な
職
種
」
に
つ
い

て
以
下
の
２
種
の
質
問
を

行
っ
た
。
一
つ
目
は
、
経

営
・
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
対
す
る
貢
献
度
に

つ
い
て
「
市
場
を
リ
ー
ド

す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
」
や
「
他
社
に
ま
ね

で
き
な
い
仕
事
の
仕
組
み

の
構
築
」
の
成
否
が
主
要

な
職
種
に
ど
の
程
度
依
存

し
て
い
る
か
。二
つ
目
は
、

主
要
な
職
種
に
お
い
て

「
多
様
な
人
材
が
ど
の
程

度
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
」
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
質
問
の

回
答
結
果
を
基
に
企
業
を

四
つ
の
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ
イ
プ
に

分
類
し
た
。具
体
的
に
は
、

「
市
場
を
リ
ー
ド
す
る
よ

う
な
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
」
と
「
他
社
に
は

ま
ね
で
き
な
い
仕
事
の
仕

組
み
や
プ
ロ
セ
ス
の
構

築
」
が
主
要
な
職
種
に
依

存
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

得
点
化
す
る
た
め
に
、「そ

う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思

わ
な
い
」
ま
で
を
４
段
階

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
４
点

か
ら
１
点
と
し
、
二
つ
の

設
問
の
平
均
値
が
２
・
５

点
を
超
え
る
場
合
は
「
経

営
・
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
貢
献
度
」が
「大

き
い
」
、
２
・
５
点
以
下

の
場
合
は
「
小
さ
い
」
と

し
た
。

多
様
な
人
材
の
活
用
も

同
様
に
、
「
活
用
し
て
い

る
」
の
４
点
か
ら
「
活
用

し
て
い
な
い
」
の
１
点
ま

で
を
得
点
化
し
、
２
・
５

点
を
超
え
れ
ば
活
用
度
が

「
大
き
い
」
、
２
・
５
点

以
下
で
あ
れ
ば
「小
さ
い
」

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢

献
度
と
多
様
な
人
材
活
用

度
の
い
ず
れ
も
大
き
い
企

業
を
『
タ
レ
ン
ト
型
』
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢

献
は
大
き
い
が
多
様
な
人

材
活
用
度
は
小
さ
い
企
業

を
『
体
育
会
系
型
』
、
い

ず
れ
も
小
さ
い
企
業
を

『
企
業
内
熟
練
型
』
、
多

様
な
人
材
活
用
度
の
み
大

き
い
企
業
を
『
マ
ニ
ュ
ア

ル
型
』
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定

さ
れ
た
四
つ
の
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ

イ
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
人
材
統
合
の
方
法
を
と

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
Ｖ
Ｂ

Ｐ
ス
タ
イ
ル
の
三
つ
の
統

合
方
法
で
あ
る
「
経
営
理

念
・
組
織
文
化
の
浸
透
に

よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「業

務
プ
ロ
セ
ル
・
ル
ー
ル
に

よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「成

果
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

お
い
て
、
ど
の
程
度
重
視

し
て
い
る
か
の
観
点
で
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
タ
レ
ン
ト
型
は

「経
営
理
念
・
組
織
文
化
」

と
「
成
果
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
型

は
「
経
営
理
念
・
組
織
文

化
」
「
業
務
プ
ロ
セ
ス
・

ル
ー
ル
」
「
成
果
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
い
ず
れ
も

重
視
す
る
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ

ル
を
と
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
多
様
な
人
材

の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
こ

れ
ら
２
タ
イ
プ
は
共
通
し

て
「
経
営
理
念
・
組
織
文

化
」
を
重
視
す
る
と
と
も

に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
型
は
Ｖ

Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ
ル
の
全
て
の

面
か
ら
人
材
を
統
合
す
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。一
方
、

企
業
内
熟
練
型
は
、
他
の

タ
イ
プ
に
比
べ
て
Ｖ
Ｂ
Ｐ

ス
タ
イ
ル
の
全
て
を
重
視

し
な
い
ス
タ
イ
ル
を
と
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
、
人

材
の
多
様
性
が
い
ず
れ
も

低
い
た
め
、
Ｖ
Ｂ
Ｐ
の
い

ず
れ
の
要
素
を
重
視
せ
ず

と
も
人
材
の
統
合
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
最
後
の
体
育
会
系
型

は
「
経
営
理
念
・
組
織
文

化
」
と
「
業
務
プ
ロ
セ
ス

・
ル
ー
ル
」
を
や
や
重
視

す
る
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の

中
で
中
間
的
な
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス

タ
イ
ル
を
と
る
企
業
群
で

あ
る
。
体
育
会
系
型
は
タ

レ
ン
ト
型
と
同
様
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
が

求
め
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
あ

る
が
、
タ
レ
ン
ト
型
が
人

材
の
多
様
性
ゆ
え
に
「
成

果
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

を
重
視
す
る
一
方
で
、
体

育
会
系
型
は
人
材
の
同
質

性
ゆ
え
に
「
業
務
プ
ロ
セ

ス
・
ル
ー
ル
」
を
重
視
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
回
は
、
経
営
革
新
に

合
わ
せ
て
人
事
管
理
を
ど

の
よ
う
に
変
革
す
べ
き
か

を
考
え
る
た
め
に
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ

タ
イ
プ
間
の
移
行
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「
人
事
の

役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）


